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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 骨 梁 と 、
　 前 記 鉄 骨 梁 の 一 部 に 塗 工 さ れ た 耐 火 塗 料 と 、
　 前 記 鉄 骨 梁 の 前 記 耐 火 塗 料 が 塗 工 さ れ て い な い 部 分 に 、 前 記 耐 火 塗 料 の 少 な く と も 一 部  
を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 巻 付 け 耐 火 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鉄 骨 梁 の 耐 火 被 覆 構 造
で あ っ て 、
前 記 巻 付 け 耐 火 材 が 、 前 記 耐 火 塗 料 と の 重 複 部 に お い て 、 端 部 側 か ら 伸 び る 切 れ 目 を 備 え  
る こ と を 特 徴 と す る 耐 火 被 覆 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 切 れ 目 が 、 巻 き 付 け 耐 火 材 の 出 隅 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に  
記 載 の 耐 火 被 覆 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 れ 目 の 上 に 、 熱 消 失 性 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 耐 火 被 覆  
構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 梁 、 特 に 鉄 骨 梁 の 接 合 部 の 新 規 な 耐 火 被 覆 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】

請求項の数　3　（全6頁）
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 耐 火 建 築 物 の 鉄 骨 梁 は 、 建 築 基 準 法 第 ２ 条 第 ７ 号 、 第 ２ 条 第 ９ 号 の ２ 、 建 築 基 準 法 施 行  
令 第 １ ０ ７ 条 、 第 １ ０ ８ 条 の ３ に よ り 、 火 災 に よ る 熱 が 加 わ っ た 場 合 に 構 造 耐 力 上 支 障 の  
あ る 変 形 、 溶 融 、 破 壊 そ の 他 の 損 壊 を 生 じ な い こ と が 要 求 さ れ て お り 、 こ の 要 求 を 満 た す  
た め に 鉄 骨 梁 を 耐 火 被 覆 で 被 覆 す る こ と が 広 く 行 わ れ て い る 。
　 鉄 骨 梁 の 耐 火 被 覆 の 一 つ と し て 、 熱 膨 張 性 （ 発 泡 性 ） 耐 火 材 で あ る 耐 火 塗 料 が 用 い ら れ  
て い る 。 耐 火 塗 料 は 、 鉄 骨 梁 表 面 に 塗 工 さ れ 、 平 時 に は 膜 状 で あ る が 、 火 災 時 等 に 所 定 の  
温 度 以 上 に 曝 さ れ る こ と に よ り 熱 膨 張 ・ 発 泡 し て 耐 火 断 熱 層 を 形 成 し て 鉄 骨 梁 を 保 護 す る  
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 耐 火 被 覆 は 、 建 て 方 完 了 後 に 施 工 さ れ る が 、 耐 火 塗 料 は 、 損 傷 し て も 損 傷 部 分 を  
塗 り 直 す だ け で 補 修 す る こ と が で き る た め 、 予 め 工 場 等 で 施 工 す る こ と が で き る 。 耐 火 塗  
料 を 工 場 施 工 す る こ と に よ り 、 施 工 管 理 、 品 質 確 保 が 容 易 と な り 、 ま た 、 現 場 で の 省 力 化  
が 可 能 と な る 。
　 し か し 、 鉄 骨 梁 の 他 の 部 材 と 接 合 さ れ る 接 合 部 は 、 耐 火 塗 料 を 工 場 施 工 す る こ と は で き  
ず 、 建 て 方 完 了 後 に 、 耐 火 被 覆 で 被 覆 す る 必 要 が あ る 。 建 て 方 完 了 後 に 接 合 部 を 耐 火 塗 料  
で 被 覆 す る 方 法 と し て 、 コ テ 塗 り は ボ ル ト 接 合 部 等 の 凹 凸 が 大 き い 部 分 で は 手 間 が か か り  
、 ま た 、 ス プ レ ー 塗 工 は 接 合 部 が 点 々 と 存 在 す る た め 機 材 の 運 搬 、 取 り 回 し が 煩 雑 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 施 工 が 容 易 な 新 規 な 耐 火 被 覆 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
１ ． 鉄 骨 梁 と 、
　 前 記 鉄 骨 梁 の 一 部 に 塗 工 さ れ た 耐 火 塗 料 と 、
　 前 記 鉄 骨 梁 の 前 記 耐 火 塗 料 が 塗 工 さ れ て い な い 部 分 に 、 前 記 耐 火 塗 料 の 少 な く と も 一 部  
を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 巻 付 け 耐 火 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鉄 骨 梁 の 耐 火 被 覆 構 造 。
２ ． 前 記 巻 付 け 耐 火 材 が 、 前 記 耐 火 塗 料 と の 重 複 部 に お い て 、 端 部 側 か ら 伸 び る 切 れ 目 を  
備 え る こ と を 特 徴 と す る １ ． に 記 載 の 耐 火 被 覆 構 造 。
３ ． 前 記 切 れ 目 が 、 巻 き 付 け 耐 火 材 の 出 隅 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ２ ． に 記  
載 の 耐 火 被 覆 構 造 。
４ ． 前 記 切 れ 目 の 上 に 、 熱 消 失 性 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ２ ． ま た は ３ ． に 記 載 の  
耐 火 被 覆 構 造 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 耐 火 被 覆 構 造 は 、 工 場 等 で 耐 火 塗 料 を 塗 工 し た 鉄 骨 梁 を 用 い る こ と が で き る た  
め 、 施 工 管 理 、 品 質 管 理 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 耐 火 塗 料 が 塗 工 さ れ て い な い 部 分 に は 巻 付  
け 耐 火 材 で 被 覆 し 、 必 要 に 応 じ て 切 れ 目 を 設 け る だ け で 施 工 す る こ と が で き る た め 、 現 場  
で の 作 業 の 省 力 化 ・ 省 人 化 と 、 工 期 の 短 縮 が 可 能 で あ る 。 巻 付 け 耐 火 材 に 切 れ 目 を 設 け る  
こ と に よ り 、 裏 側 か ら 耐 火 塗 料 が 膨 張 し て も 、 巻 付 け 耐 火 材 が 捲 れ る よ う に 変 形 す る こ と  
が で き る た め 、 時 間 差 で 生 じ る 膨 張 断 熱 層 の 干 渉 が 生 じ に く く 、 必 要 な 耐 火 被 覆 厚 を 満 足  
す る こ と が で き る 。 切 れ 目 を 巻 付 け 耐 火 材 の 出 隅 部 に 設 け る こ と で 、 さ ら に 巻 付 け 耐 火 材  
を 変 形 し や す く す る こ と が で き る 。
　 切 れ 目 の 上 に 熱 消 失 性 部 材 を 設 け 、 巻 付 け 耐 火 材 の 捲 れ を 防 ぐ こ と に よ り 、 天 井 内 の 設  
備 工 事 の 際 に 巻 付 け 耐 火 材 が 邪 魔 に な ら ず 、 巻 付 け 耐 火 材 の 破 損 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま  
た 、 火 災 時 に 熱 消 失 性 部 材 は 耐 火 塗 料 の 膨 張 に 先 立 っ て 速 や か に 消 失 す る た め 、 耐 火 塗 料  
の 膨 張 の 障 害 と な る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 の 概 略 図 。
【 図 ２ 】 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 の 火 災 時 の 挙 動 を 示 す 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 梁 と 、 こ の 鉄 骨 梁 の 一 部 に 塗 工 さ れ た 耐 火 塗 料 と 、 こ の 鉄 骨 梁 の 耐 火 塗  
料 が 塗 工 さ れ て い な い 部 分 に 、 耐 火 塗 料 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 巻 付 け  
耐 火 材 と を 有 す る 鉄 骨 梁 の 耐 火 被 覆 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 耐 火 被 覆 構 造 の 一 実 施 態 様 の 概 略 図 を 図 １ に 示 す 。 な お 、 図 １ に 示 す 耐 火 被 覆  
構 造 は 一 実 施 態 様 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 耐 火 被 覆 構 造 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
「 鉄 骨 梁 」
　 鉄 骨 梁 １ は 、 水 平 方 向 に 対 向 す る 上 側 フ ラ ン ジ と 下 側 フ ラ ン ジ と 、 上 側 フ ラ ン ジ と 下 側  
フ ラ ン ジ と を 連 結 す る ウ ェ ブ と か ら な る 。 鉄 骨 梁 １ は 、 建 築 構 造 物 の 床 を 構 成 す る 床 ス ラ  
ブ ４ を 支 え て お り 、 上 側 フ ラ ン ジ 上 に 床 ス ラ ブ ４ が 設 け ら れ る 。 本 発 明 に お い て 、 鉄 骨 梁  
は 、 普 及 し て い る も の を 適 宜 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
「 耐 火 塗 料 」
　 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 に お い て 、 鉄 骨 梁 １ の 一 部 に は 、 耐 火 塗 料 ２ が 塗 工 さ れ  
て い る 。 耐 火 塗 料 ２ は 、 工 場 等 で 建 て 方 前 に 塗 工 す る こ と が 好 ま し い が 、 現 場 で の 建 て 方  
後 に 塗 工 す る こ と も で き る 。 耐 火 塗 料 は 、 特 に 制 限 す る こ と な く 使 用 す る こ と が で き 、 例  
え ば 、 日 本 イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン 株 式 会 社 製 、 商 品 名 「 タ イ カ ベ ー ル 」 、 エ ス ケ ー 化 研 株 式  
会 社 製 、 商 品 名 「 Ｓ Ｋ タ イ カ コ ー ト 」 、 日 本 ペ イ ン ト 株 式 会 社 製 、 商 品 名 「 タ イ カ リ ッ ト  
」 、 菊 水 化 学 工 業 株 式 会 社 製 、 商 品 名 「 ウ ェ ス タ 」 、 英 国 Ｎ ｕ ｌ ｌ ｉ ｆ ｉ ｒ ｅ 社 製 、 商 品  
名 「 Ｎ ｕ ｌ ｌ ｉ ｆ ｉ ｒ ｅ （ ナ リ フ ァ イ ア ） 」 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
「 巻 付 け 耐 火 材 」
　 巻 付 け 耐 火 材 ３ は 、 鉄 骨 梁 １ の 耐 火 塗 料 ２ が 塗 工 さ れ て い な い 部 分 を 被 覆 す る 。 巻 付 け  
耐 火 材 ３ は 、 火 災 時 に 鉄 骨 梁 １ の 耐 火 被 覆 に 隙 間 が 生 じ な い よ う に 、 耐 火 塗 料 ２ の 少 な く  
と も 一 部 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ る 。 巻 付 け 耐 火 材 ３ は 、 特 に 制 限 す る こ と な く 使 用 す る こ  
と が で き 、 例 え ば 、 ニ チ ア ス 株 式 会 社 製 、 商 品 名 「 マ キ ベ エ 」 等 を 用 い る こ と が で き る 。  
巻 付 け 耐 火 材 の 鉄 骨 梁 へ の 固 定 方 法 は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 通 常 は 、 溶 接 ピ ン に よ り 固 定  
さ れ る 。
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 耐 火 塗 料 の 巻 付 け 耐 火 材 に 被 覆 さ れ た 部 分 を 被 覆 部 、 巻 付 け  
耐 火 材 に 被 覆 さ れ て い な い 部 分 を 露 出 部 と い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 に お い て 、 巻 付 け 耐 火 材 ３ は 、 耐 火 塗 料 ２ と の 重 複 部 分  
の 出 隅 部 に 、 端 部 側 か ら 伸 び る 切 れ 目 ３ １ を 備 え る 。 切 れ 目 ３ １ に よ り 、 耐 火 塗 料 ２ の 被  
覆 部 が 火 災 時 に 膨 張 し て も 、 巻 付 け 耐 火 材 ３ は こ の 膨 張 に 合 わ せ て 変 形 す る こ と が で き 、  
耐 火 塗 料 ２ の 膨 張 を 阻 害 し な い た め 、 必 要 な 耐 火 被 覆 厚 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
「 熱 消 失 性 部 材 」
　 一 実 施 態 様 で あ る 巻 付 け 耐 火 材 ３ は 、 端 部 側 か ら 伸 び る 切 れ 目 ３ １ を 有 す る た め 、 そ の  
ま ま で は 端 部 が 重 力 等 に よ り 捲 れ て し ま う 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 実 際 に は 耐 火 性 能 に 問  
題 は な い が 、 巻 付 け 耐 火 材 が 捲 れ た 部 分 は 、 天 井 内 の 設 備 工 事 の 際 に 邪 魔 に な っ た り 、 接  
触 し て 破 損 す る こ と が 心 配 さ れ る 。
　 そ の た め 、 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 が 示 す よ う に 、 熱 消 失 性 部 材 ５ を 切 れ 目 ３ １  
の 上 に 設 け 、 切 れ 目 ３ １ の 両 側 に 固 定 す る こ と に よ り 、 巻 付 け 耐 火 材 ３ の 捲 れ を 防 ぐ こ と  
が で き る 。 熱 消 失 性 部 材 は 、 火 災 時 に 燃 焼 、 溶 融 等 し て 消 失 す る 材 料 で あ れ ば 特 に 制 限 す  
る こ と な く 使 用 す る こ と が で き 、 紙 や プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 等 を 基 材 と す る 粘 着 テ ー プ 、  



10

20

30

40

50

JP 7125297 B2 2022.8.24(4)

厚 紙 、 ダ ン ボ ー ル 紙 、 プ ラ ス チ ッ ク 板 等 か ら な る 断 面 略 コ の 字 状 の 固 定 枠 等 を 用 い る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 耐 火 被 覆 構 造 の 施 工 箇 所 は 特 に 制 限 さ れ な い が 、 建 て 方 前 に 工 場 等 で 耐 火 塗 料  
を 塗 工 し 、 建 て 方 完 了 後 に 巻 き 付 け 耐 火 材 を 施 工 す る こ と が 、 現 場 で の 省 力 化 の 点 か ら 好  
ま し い 。 そ の た め 、 耐 火 塗 料 を 他 の 部 材 と の 接 合 に 用 い な い 一 般 部 に 塗 工 し 、 巻 付 け 耐 火  
材 を 他 の 部 材 と の 接 合 に 用 い る 接 合 部 に 配 設 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
「 火 災 時 の 挙 動 」
　 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 の 火 災 時 の 挙 動 を 図 ２ に 示 す 。
　 火 災 初 期 に 、 耐 火 被 覆 構 造 に 熱 が 加 わ る と 、 耐 火 塗 料 ２ の 露 出 部 が 膨 張 し 、 膨 張 断 熱 層  
２ １ が 生 じ る 。 耐 火 塗 料 ２ の 被 覆 部 は 、 露 出 部 よ り も 温 度 上 昇 が 遅 い た め 、 こ の 段 階 で は  
膨 張 し な い 。 ま た 、 熱 消 失 性 部 材 ５ は 、 火 災 の 最 初 期 に 燃 焼 ま た は 溶 融 し て 消 失 す る 。
　 さ ら に 火 災 が 進 む と 、 耐 火 塗 料 ２ の 被 覆 部 ま で 熱 が 到 達 し て 、 膨 張 断 熱 層 ２ １ が 生 じ る  
。 こ の 際 、 巻 付 け 耐 火 材 ３ は 、 切 れ 目 ３ １ が 開 い て 捲 れ る よ う に 変 形 す る こ と が で き る た  
め 、 耐 火 塗 料 の 膨 張 を 阻 害 し な い 。 さ ら に 、 露 出 部 か ら 先 に 膨 張 し た 膨 張 断 熱 層 と 、 被 覆  
部 か ら 遅 れ て 膨 張 し た 膨 張 断 熱 層 と が 干 渉 し な い た め 、 膨 張 断 熱 層 の 損 傷 ・ 脱 落 を 防 ぐ こ  
と が で き る 。 そ の た め 、 一 実 施 態 様 で あ る 耐 火 被 覆 構 造 は 、 膨 張 断 熱 層 ２ １ の 損 傷 を 防 ぐ  
こ と が で き 、 必 要 な 耐 火 被 覆 厚 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 耐 火 被 覆 構 造 は 、 上 記 し た 一 実 施 態 様 に 限 定 さ れ な い 。
　 例 え ば 、 耐 火 塗 料 の 発 泡 厚 が 小 さ い 場 合 に は 、 巻 付 け 耐 火 材 に 切 れ 目 を 設 け る 必 要 が な  
い 。 巻 付 け 耐 火 材 は 、 柔 軟 性 を 有 し 、 膨 張 を 吸 収 す る よ う に 塗 工 面 に 垂 直 方 向 に 変 形 す る  
こ と が 可 能 で あ る た め 、 耐 火 塗 料 の 発 泡 厚 が 小 さ い 場 合 は 、 膨 張 に 合 わ せ て 広 が る こ と に  
よ り 、 先 に 膨 張 し た 膨 張 断 熱 層 と 遅 れ て 膨 張 し た 膨 張 断 熱 層 と の 干 渉 を 抑 え 、 必 要 な 耐 火  
被 覆 厚 を 満 足 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１       鉄 骨 梁
２       耐 火 塗 料
２ １     膨 張 断 熱 層
３       巻 付 け 耐 火 材
３ １     切 れ 目
４       床 ス ラ ブ
５       熱 消 失 性 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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